
第
二
十
五
回
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」―

待
っ
て
ま
あ
す 

ゆ
あ
俳
句―

入
賞
作
品
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大
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秋
立
つ
や
美は

し
き
雨
降
る
山
の
宿 

 
 

森
坂
よ
し
の
（
熊
本
市
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

―

一
般
の
部―

 

【
秀
作
】
秋
風
や
夫
婦
暮
ら
し
に
余
る
箸 

 
 

 
 

 
 

𠮷
﨑 

和
郎
（
熊
本
市
） 

 
 

 
 

ね
じ
花
が
今
年
も
咲
い
て
母
が
居
て 

 
 

 
 

宮
澄 

陸
子
（
美
里
町
） 

 
 

 
 

秋
時
雨
火
種
の
よ
う
に
母
が
居
る 

 
 

 
 

 

畑
田 

孝
子
（
美
里
町
） 

【
入
選
】
手
に
何
も
持
た
ぬ
軽
ろ
さ
や
あ
き
つ
飛
ぶ 

 
 

山
田 

節
子
（
美
里
町
） 

 
 

 
 

昼
寝
覚
め
残
り
ひ
と
つ
の
塩
む
す
び 

 
 

 
 

立
山
ひ
ろ
子
（
山
鹿
市
） 

 
 

 
 

そ
よ
ぎ
つ
つ
花
野
静
か
に
広
が
れ
り 

 
 

 
 

萱
嶋 

晶
子
（
八
代
市
） 

 
 

 
 

風
ぐ
せ
の
と
れ
ぬ
野
の
草
月
に
挿
す 

 
 

 
 

坂
川
奈
々
子
（
八
代
市
） 

 
 

 
 

 
 

秋
風
が
も
う
下
り
て
ゐ
る
無
人
駅 

 
 

 
 

 

吉
永 
時
男
（
熊
本
市
） 

 
 
―

ジ
ュ
ニ
ア
の
部―

 

【
秀
作
】
こ
お
ろ
ぎ
や
ね
む
れ
ぬ
夜
の
子
守
歌 

 
 

 
 

田
上 

円
香
（
八
代
第
一
中
三
年
） 

 
 

 
 

温
せ
ん
の
湯
気
と
い
っ
し
ょ
に
出
る
つ
か
れ 

 

今
井 

愛
華
（
日
奈
久
小
五
年
） 

 
 

 
 

降
る
雨
で
汗
も
涙
も
流
れ
け
り 

 
 

 
 

 
 

田
島 

豪
流
（
鏡
中
三
年
） 

 

【
入
選
】
梅
雨
入
り
が
遠
く
聞
こ
ゆ
る
蝦
蟇
の
声 
 

 
 

萩
平 

隆
叶
（
八
代
第
七
中
三
年
） 

 
 

 
 

 

北
風
に
吹
か
れ
る
た
び
に
家
こ
い
し 

 
 

 
 

緒
方 

大
煌
（
八
代
第
七
中
三
年
） 

 
 

 
 

 

風
受
け
て
夏
の
に
お
い
の
帰
り
道 

 
 

 
 

 

出
口 

柚
姫
（
八
代
第
四
中
三
年
） 

 
 

 
 

 

初
雷
や
合
奏
中
に
割
っ
て
入
る 

 
 

 
 

 
 

澤
村 

唯
愛
（
八
代
第
四
中
三
年
） 

 
 

 
 

 

歓
声
が
残
暑
消
し
さ
る
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

 
 

泉 
 

凛
桜
（
鏡
中
三
年
） 

 

【
選
者
特
選
】 

前
山 

光
則
選 

昼
寝
覚
め
残
り
ひ
と
つ
の
塩
む
す
び 

 

立
山
ひ
ろ
子
（
山
鹿
市
） 

 
 

山
下
し
げ
人
選 

ぽ
か
ぽ
か
と
春
物
買
い
に
父
と
行
く 

 

谷
口 

結
菜
（
八
代
第
四
中
三
年
） 

 

 

投
句
数 

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
４
２
６
句 

 

一
般
の
部
２
２
２
句 

 
 

 
 

 


